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■取り組みについての補足 

本取り組みについては、地域密着型クラウドファンディング「晴れ！フレ！岡山」にて応援

しています。 

・プロジェクト名：「赤磐産果物が変身！未利用資源を除菌ウエットティッシュの原材料に」 

https://readyfor.jp/projects/59955 
・募集期間：２０２１年５月１７日（月）～ ２０２１年７月１日（木）（４６日間） 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

（トマト銀行）  

コンサルティング営業部  香 田 （ＴＥＬ０８６－８００－１８２０） 

経営企画部（広報担当） 俣 野 （ＴＥＬ０８６－２２１－１０３３） 

  

（中国銀行）  （ＴＥＬ０８６－２２３－３１１１） 

地方創生・ＳＤＧｓプロジェクト 武 田、京 深 （内線１８３４） 

広報ＣＳＲセンター  内 山（内線１５０９） 

  

（日本政策金融公庫）  

岡山支店 神 田 （ＴＥＬ０８６－２３２－３６１２） 

  

（岡山県信用保証協会）  

業務統括部  前 原 （ＴＥＬ０８６－２４３－１１２４） 

 

      

              

 

              

    

          

 

                

 

              

 


